
丁he A:bert Schweitzer Hospita:丁 o…Dav

The Albert Schweitzer Hospital has ieft behind its years of doubts and uncertainty.

Since one vear a new hospital is being built and never before working and human

conditions、 〃ere as good as they are now. 丁he rnedical facilities at the hospital are

about the same aS in an average country hospital in Switzerland′ Germany or
France′ that means a good equlpped operating roorn′  modern anesthesia′ an x‐ rav
and laboratory department vvhich a‖ ows a‖  necessary routine exarninations′ 9ood
nursing care.  丁he monthly medical activit:es are the fo‖ owing: 1 800 outpatient

consultations, 120- 130 surgical procedures,30-35 deliveries′ about 200 beds

constantly occupied′ including 2 surgical, l medical, l pediatricai and l maternity

ward′ a psych:atry and a ttbc station and the leprosery.The medical staff includes

4 European doctors′  2 medica: students, 12 qualified African and European
Nurses,45 African nursing aids.  Since October 1977 a nursing school has been

opened′  giving the unqualified nursing aids the opportunity to acquir the e!emen‐

tary state dip10ma of nursing.

What however are the spiritual aims of the Albert Schweitzer Hospital twelve years

after the Great Doctor has died? 丁here are′  l think′ not rnany Other places in the

world where a true cooperation between people of different races and of different

socia:and educational background is possible like in our hospital. A‖ people from

abroad are coming for low wages,on a more orless idea:istic purpOser tO help′ to
work together with the African brothers.  丁hey are mostly yOung people
untouched by colionalistic thinking Of the past. A real approach to an equal human

baser a real understanding between black and white is rTlade possible here. !t is the

appreciation of each other′ the knowing that not one part is superior to the other

but equal in human relationshipr that each part can learn from the other′  that
everybody has a heart to offer to his brother.

Humanity wi‖ never exist′ where there are masters and servants′ where one part is

considered as′
′primitive people″ 、〃ho has first to be educated. Humanity is only

possible where man can meet man and work togetherin mutual appreciation. This

kind Of c00peration is possible at the Albert Schweitzer Hospital and more than

that: it is necessary to‐ day′  where race conflicts are troubling the world.
Cooperation on base of humanity is our big cha‖ enge and our only pOssible way

into the future.

Dr.Andreas Steiner

M6decin Chef

-16-



自 由 投 稿

<その1>イ メージとしての「ョ_ロ ッパ」
「西洋かぶれ」とぃぅ言葉は,批判的に用いられ

るのが常である。 しかし,それが何の思想的背景が

なかったとしたら,単なる中傷の域にとどまる。広

辞苑によれば,「かぶる (気触る)」 の意味は①漆ま

たは膏薬などの刺激で皮膚に発疹や炎症がおこる。

②その風に染まる。感化される。となっている。つ

まり①が医学的で,②が思想的用法だと言える。助ゝ

ぶれる」ことは,「かぶれる」もの自身がその存在

を消してゆき,一方的に傾倒することであり,「思

想かぶれ」はその典型的用法である。 しかし医学的

に「かぶれる」ことは,この逆であらて何かの原因

(異質なもの)が人体に接触・侵入することによっ

て矛盾が生じて,炎症が起るのであり,偶然的であ

る。言葉はその背後に思想を形成する (背負ってい

る)。「西洋かぶれ」が批判的言葉だとしたら,も う

一方の側に F東洋かぶれ」が位置しても渤 しヽくはな

い。しかし後者の存在を私は耳にしない。それほど

「西洋」は異質のものだろう力、 異質だからこそ「

かぶれ」は生じるのである。ここに文化の異質性の

問題が発生する。「西洋かぶれ」の思想的立場 (意

囀 が,羨望の表現であっても,そ こにはナショナリ

ズムさえ感じとることができる。他文化に対する接

触の仕方は医学的である。炎症をおこすか,ス ム=
ズに融合するかどうかである。

西欧に遅れること百年, 日本は近代化のために西

欧文明を積極的に取り入れてきた。イメニジとして

の「 ヨニロッパ」はこの過程の中で形成されてきた

のである。では,そのイメニジとしての「 ヨーロッ
パ」とは何か。先ず,ヨ ーロッパが時間的距離的に

「遠い国」であることは確かだ。しかし,交通手段,

マス・メディアの急速な発達によって,も はやヨー

ロッパは遠い国ではなくなってきている。明治の先

人達が数ケ月もの日数を要してヨニロッパペ渡った

のに比べ,今日わずか二自で行けるまでになってい

る。しかし,それでもなお何故「ヨーロッパ」は遠
く,「西洋かぶれ」という言葉が存在しつづけるの

‐       社会文化コース4年
.■  大 西 五 己

か。その理由は,歴史的に形成された「 ヨー●ッノ増

のイタニジと,文化的見方に求めることができるの
ではないか。他文化を自文化より上位と認めると,

急速に取り入れられ消化される。一方,下位と認め ^

ると無視され蔑視される。西洋文明は先ずその物質、

文明が上位と認められることによって日本に浸透す  V
る。そして続いて文化力ヽ 近代化の歴史の中で,永 く

ヨーロッパ文化が上位とみられてきたのは周知のこ

とである。しかし,それが単に積極的にそのように

イメージ化された訳ではない。近代化が上からのそ

れであったために一般大衆とは無関係のところに,

ヨーロッパのイメージが形成されたのではない力、

そのイメージが近代化とともに「大衆化」し,単一

民族であることと日本文化の偏狭きめ故に,「 ヨー

ロッパ」は遠く,羨望の対象になってゆく。そうし

た歴史的文化的背景を背負って,今 日の我々は新た

に「ヨーロッパ」をイメージ化する。

多くの日本人が「ヨーロッパ」を見ずして一生を

終えるときに,ヨ ーロッパに行く機会を得たことは

幸いであったが,ひとつ残念なことは:自 己の内で

「 ョーロッパ」とは何かについて明確な位置付けを

せずして行ってしまったことである。あらゆるもの ~
への関心が先立って, しかも限られた日数でのあわ

ただしさも手伝って「 ヨーロッパ」の意味を確かめ

ずに帰国してしまったのは,と 残ヽりである。従って ,

<その2>では,日 記からの抜粋を中心に現実のヨ

ーロッパヘの感想を書きすすめてみたい。

<その2>現実としての「ヨーロッパ」

2月 26日  10:40a.m_
とうとう大英博物館にやってきた。今,エ ジプ ト

コーナーのロゼッタス トーンのそばにいる。世界史

の教科書に出ていたそれと同じで, 1メ ー トル四方

程だ。その近くで先ずは休憩した。古代エジプ トの

彫刻,像,棺等,すべてでかく,本当に本物なのだ

ろうかと疑いたくなる。まさに大英帝国の力のシン

ボルだったと言えよう。

2月 27日  4:00p m.

私にとって「ヨーロッパ」とは何か
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科学博物館 (SCIENCE Ⅳ田SE却の は実にすば

らしい。その方面 (科学・技術)の人なら,この壮

大な芸術品を見ずして, ヨーロッパ文明とりわけイ

ギ リスの産業革命を語ることはできない。今いるの

は 3階だが,現代の科学・技術がテーマのようだ。

とりわけコンピューターそして PRINTINGMA―
CHINEと WRITING MACHINEの 発達, 2階
は鉄 の歴史 とくに鉄の製造 とその利用,例えば農

機具と関係づけて ヒス トリックに語りかける。 1階
はエンジン,あのワットのスチームエンジンが実物

大でみられるのである。 アルバー ト美術館が芸術・

美術なら,その隣にあるこの博物館は科学・技術の

宝庫だ。 しかも無料だし,わずか 1, 2時間でみる

のはもったいない。 この近 くには自然科学博物館;

地質学博物館もあるのだ。 4階は南方が空の部門で

ライ ト兄弟の飛行機から宇宙空間におけるもの,そ
の手前が電話とアンテナ類,COffee shopで ジュー

スとケーキで一体み して,その下 (3的 に降りると

今度は海だ。船の歴史だろう。時計の歴史,自 動車 ,

バイク,消防車,例えばバイク,自転車の ライ トの

部分にエンジンをつみ,皮 ヒモで前輪を回転させる

のである。現代のバイクYANIAHAが展示 されてい

る。 これまた自転車が面白い。立7iFRl?)な チェーンは

ついていても,タ イヤはな く木製である。

イギ リス人ならきっとこう言うだろう。おもしろ

い ?冗談 じゃない。すばらしい ?い や,す ごいと言

ってほしいね。実にす ごい。 これ程のものをそろえ

展示 しているには,何かの思想がないと無理 だ。 し

かも無料で開放している。世界の中心はイギ リスな

んだ。今 日の文明の先駆者は我々で,今はアメリカ

が指導的地位にいるが,その基礎は我々がつ くった

のだ。そ ういう自信 ,誇 りがこの壮大な資料をみて

うかがわれる。ガイ ドブックには大英博物館は一日

ではみられぬとあったが,それ以上にここは時間を

要する。我々の現代文明,と りわけ物質文明の基礎

とその歴史が詳細に教えて くれるからである。人間

の英知と汗まみれの努力がここにあるようだ。目の

前にあるこの蒸気機関車をみても,本当にい ったい

どのように保存し,こ こに入れたのか。各種のクラ

シックカー。 ほとんど産業革命以後のものだが,そ
れでも 200年前からである。昔のものを大切にする

のがイギ リス人だそ うだが,古いだけではな くて,

まだまだ先進国である。

3月 1日  4:30p.m。
科学博物館の隣, 自然科学博物館に来ている。 自

然の動植物を中心にしている。すべて景1製又はミニ

チュアである。 Human bOdesの とこ
―
ろへ行くと,

人体の構造,血液,神経,細胞等詳細に説明され,

テレフォンかTVで説明が加えられる。特に 生`

命の誕生まで のヽTVはすばらしい。又,男女の生

殖器及び精子,卵子の説明と結合,分裂の仕方など

子供達によくわかるようになっている。 RIGHT
WINGは ホ乳類だ。眼前にはマンモスの牙が展示さ

れている。イギリスをうらやましくおもう。中学生

・高校生でここに 1ケ 月も通えば自然学者になれる

だろう。ここ地質コーナーには,石の全てをみるこ

とができる。鉱石から隕石に至るまで何千種類の標

本が目の前にあり,今左の棚をみると「VOLCANOE別
で,地ヽヽVAIと Mt.PELEEの構造と石がみれる。

大英博物館もいいが,科学博物館と自然史博物館に

くれば物知りになる。教科書はいらない。授業で暗

記させるより,概説だけ述べて, ここに見物にくれ

ばいい。実際この両方の建物にはイギリスの小学生,

中学生がよくきている。動物は生きてはいないが,

パンダでもラクダ,ア メリカンバッファローでも,

世界のだいたいのものが,剥製か化石か模型でみる

ことができるが八割以上本物である。

3月 5日  11:10a.m.
フランクフル トでオペラを見たあと,夜行でミュ

ンヘンに 6:30a.m.につき,今ここドイツ博物館に

来ている。形式はロンドンの科学博物館と変わらな

いが,規模はこっちの方がひとまわり大きいようだ。

様 の々歴史だ。ここは楽器の歴史,特にオルガン ,

ピアノ,鉄関係も詳しく展示されている。測量学 ,

化学,物理学,弾導学,熱学,地質学,力学等あら

ゆる科学・技術の分野に渡って,歴史的に構造的に

知ることができる。わずか 2～ 3時間でみるのは実

に惜しいことである。 ミュンヘンそしてロンドン,

パ リに一ケ月以上いれば,ヨ ーロッパの全ての歴史

の発展をかいまみることができるのではなかろう力ゝ

今 ミニパイプオルガンの演奏を,オルガンの歴史の

部屋で聴いている。じっくりと,ゆ っくりとみたい

ものだ。

3月 7日

高い金を払い,い もたいヨーロッパに何を求めて

きたのか。ひとつの目的のみでヨーロッパがまわれ

たら実にいい。しかし,時間と金の制限のある中で

学生は多目的であらねばなるまい。多くの学生は無

目的だし,プ ランも厳密ではない。言わば気ままな

旅行だ。いかに安く旅行するか。明確にしないまま
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にもう10日 過ぎた。ひとつの都市については,有名

な美術館・博物館等へ行 く,オ ペラに行 く。少な く

ともヨ=ロ ッパでのこれらの経験は, 日本では体験

できない。ただ惜 しいのはヨーロッパ各国の歴史を

知っとくべきだったし,英語力をつけるべきであっ

た。

はるかなるヨーロッパ

かの文明の源はこの地にありて

今はなき栄華をしのぶ

全ての都市はモダナイズされている。東京もロンド

ンもオランダもミュンヘンも,ほ とんどの人々の形

態が共通化 してきている。

3月 14日  11:00a・ m

時間を超えて,ふたつの文明が空間を介して存在

するのは面白い。ここローマのカラカラ浴場跡はま

さに廃跡で, しかしながらそこに人間の情念,情熱

を感 じられずにはいられない。西洋文明のふたつの

源流,古代ギ リシャと古代ローマ,今はその面影を

残すのみである。とにか くでかい。

3月 15日  10:30a m.       ―

ナポリ・ポンペイ行 きの列車にゆられている。の

どかな南イタリアの田園風景が両側に続 く。 ローマ

を出てまもなく, ローマ市を防御す る壁の跡をみつ

ける。おそ らく古代ローマ時代の防壁であろう。梅

(か桃みたいな)の花がきれいだ。アムステルダムか

らミュンヘンヘの風景よりのどかである。実際 ドラ

イということ以外実に快適で,さ ほど寒 くもなく,

暑すぎることもない。春である。

12:20p.口 列車はナポリを出発したが, 1時間

遅れている。鹿児島を東洋のナポリとはよく言った

ものだ。鹿児島市とナポリが姉妹都市であったと,

昔きいたことがあるが,結局気候風土とりわけあの

桜島とこのベスビオ火山に共通点を見いだせる。従

って納得できる。今日は くもり気味で,ベ スビオの

雄姿ははっきりと見ることはできない。

3月 19日

昨日の吹雪がうそのようだ。太陽が照りつつ,山

の白い肌が強烈に荒々しく映えている。雰囲気は実

にいい。 まわりの景色は実によく,絵にかいたよう

で今にもヨーデルがきこえてきそうだ。そ ういえば

昨日とはコースがちがうのだ。段々に高いところに

登山電車は上ってい く。 さきほどまで雪はなか った

のにもう沿線に雪がつもっている。白い千地と樹木

と岩の配色がいい。サングラスをかけているが,太

陽は強烈すぎる。グ リンデルバル ドでやはリユング

フラウを見るべきだと決心 して再度ユングフラウヘ

向った。 とうとうアイガー・ ユングフラウの雄姿を

見ることができた。実にすばらしい。氷河と雪。足

下にユングフラウ雪原,大アレッチュ氷河が弧を描

く。気圧のせいで頭がフラフラして吐気もあったが,

昨日スフィンクスに出たときは吹雪で何も見えなか

ったが,ア イガーや湖,遠 くの山々そして下方の大

氷河,と うとうあの見たいと思 っていた氷河を見れ

たのである。何とも言えない美しさである。再び来

て良かった。夏は外に出られるのだが,冬は雪も深

く駄目なようで, しか し立入禁上の扉をあけて外に

出ると,こ れがまた別な角度から氷河が見られで最

高である。氷河を見ることがこの旅行の大きな目的

であったので 2万円出したかいがあったというもの

すこ。

3月 20日

ヨーーロッパと|ま 何か ?私にとってヨーーロ ソヽパとは

?あ る意味ではヨーロッパに対時している。 日本人

にとっての ヨーロッパと言いかえてもいい。まだま

だヨーロッパは遠い地球の反対側ということであり,

不慣れな一 日置いている世界というのが一般的見方

のようだ。実際日本の歴史が登場するのは 3, 4世

紀であり,例えばポンペイは 2千年以上前だし,エ

ジプ トになると紀元前数千年前である。ともか く我

々日本人が伝統的なものを有し伝えてきているにも

かかわらず,結局過去百年の歴史は,ヨ ーロッパと

の関連なくしては語ることができないだろう。少な

くとも物質文明の多 くを西欧に負うている。我々が

い くら古代ギ リシアや古代ローマのことについて云

々したところで,直接的には関係はない。西欧に遅

れること百年,日 本の近代化はまず西欧の科学・技

術を導入することから始まる。そ して文化も。先人

達が何ケ月も船に乗 って行 ったヨーロッパ。我々に

あったのはイメージとしての ヨーロッパであって ,

現実のヨーロッパではない。勿論そこに何ケ月間な

り数年住んでみなければ勝手も何 も判らないだろう

が,旅行者にとっての ヨーロッパはさほど驚 くこと

はない。今 日の ヨーロッパの表面的な姿は,大 して

日本とかわりはしない。但 し過去の遺産にはおどろ

くべきものがあるし,今 日の 日本のひとつの源が西

欧にあると言っても過言ではあるまい。 この雄大な

風景と日本とは異質なものであるし, トータルに見

る必要があるのではないか。とりわけここに住む人

々の表情と,他国か らのツー リス ト。 さながら小生

は,チ ロリアンハッ トをかぶった変な東洋人という

ン
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ことになろう。新田次郎の「アルプスの谷,アルプ

スの村」(新潮文庫版)が唯一の読書用の本だ。我が

チロリアンハッ トは,彼によればハ ンチングという

ことになるだろうか。

3月 25日  SUNDAY
この旅行でいろいろ感 じたことのひとつに,宗教

がある。 もちろんヨーロッパがキ リス ト教圏である

ことの故に,その寺院や美術等の芸内を見のがすわ

けにはいかない。実に壮大でおびただしい。圧倒 さ

れるし,感嘆に値するだろう。 しかし,かの中世は

暗黒時代と言われ宗教裁判や魔女狩が行われたこと

は有名だが,それ らを示すものはあまり見かけなし、

ただところどころに残酷な絵画などを見つけること

ができる。よく展示できるものだ。キ リス ト自体 ,

手足にクギを打たれ,ヤ リで突かれているが,残酷

な姿としか言いようがない。実に異様だ。事実,宗

教とは異様なものだ。異様な情念や信念なくして壮

大な宗教建築などできるわけがない。何故圧巻なの

か。:思 うに,人々に畏怖の念をいだかせるためでは

ないか。子供に教え子とし,あの壮大にして異様な

中に身をまかせるならば,宗教の力は示 され,維持

される。 まさに力の誇示に他ならない。キ リス ト教

は力と密接に連関しているb思 うに,宗教は個人に

還元されなければならないだろう。徒党を組んだ宗

教に余りいいものはない。保守化,時代に反発する

と反動化する。あらゆるイデオロギーは個人に還元

されなければならない。宗教もしかり。個人の内に

おいてのみ宗教は宗教たりえるのではないか。セク

ト化し,政治化 しては,宗教は教条化され,形式化

する。おお,愛と愛することが全ての宗教に先行す

る/

<その 3>再イメージ化された「ヨーロッパ」

再びヨーロッパは遠い世界になってしまった。イ

メージとしてのヨーロッ■く はなく,記憶の中のヨ

ーロッパとして。しかし我々のイメージ化されたヨ

ーロッパが,現実のヨーロッパを通過し,交錯して

記憶の中に再イメージ化されたことは確かだ。確か

にわずか一ケ月余りの旅行でヨーロッパを見ること

はできないし,ま してや語れる自信もない。 しかし

何の意味を見い出せずして終ってしまっては,いか

にももったいない気がする。イメージとしてのヨー

ロッパを明確にしなかったことの結果が,実はヨー

ロッパの位置付けを困難にしていることも否めない

事実である。 日々のニュースや本で今 日のヨーロッ

パや過去を知ることはたやすいし,む しろ「現実」

はそこにあるのではないかと思う。単に見聞したこ

とは,例えば「東方見聞録」が汗の結晶だとしたら

実はそのことは「百聞は一見に如かず」という意味

にとどまるものではないということである。つまり

その意味において,私 自身にとってのヨーロッパで

あるし,足の痛みをこらえつつ病気になりつつ歩き

まわったヨーロッパの再イメージ化にとって重要な

のである。では,その再イメージ化されたヨーロッ

ノヾとは何かというと,結局のところヨーロッパはヨ

ーロッパで しかないということである。我々がい く

らヨーロッパ人になろうとしても無駄な努力である

し, 日本人の レッテルをはがすことはできない。 し

か し,それがいつまででも平行線をたどるかとい う

とそうではない。時代はパ ラレルに進行する。東洋

と西洋という空間的に遠い世界ではあるが,所詮人

間にすぎない。イタリア人はどろぼうが多いとか ,

イギ リス人は紳士的だと言われても,そ うした国民

性を取 り去れば,残るのは生身の人間であるЬボラ

れたり,物をぬすまれたからといって,その国や人

々を嫌 うのは愚の骨頂である。従 ってヨーロッパを

羨望の眼差で見るのには賛成できない。いやむしろ

彼 らの方が抱擁力がある。多 くの戦争と支配・被支

配を経験 してきたヨーロッパ人は,一方では他の地

域から歴史的遺産を盗んできたかどで,せめらるべ

きだとしても実に抱擁力が大きい。悪 く言えば東洋

人に無関心である。無関心ではあるが,親切であ礼

それに比べ,何と我々日本人は偏狭なことか。 もう

そろそろ「西洋かぶれ」という言葉はなくならなけ

ればなるまい。<その 1>でかぶれは異質なものと

の接触で生 じるといったが,西洋はかぶれる程に異

質ではない。 ヨ=ロ ッパに幻想はない。あるのは空

間をへだててパ ラレルに生きている同時代の人 々で

ある。

補足

本稿は私の「欧州旅行 日記」をもとにしてまとめ

てみた。<その 2>はそのほんの一部 にすぎないの

で,旅行中の様々の出来事や印象等は載せることは

できなかった。従 って面白くないにちがいない。つ

いては御希望の方は原本「欧州旅行 日記」を読んで

いただきたい。勿論コピー代実費で…。 |
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